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去に於て，部分的研究が散見される程度であった
1.緒 -=-日	 が，最近l乙於て武藤仰が綜合的見地より研究し詳細
我固に於ては，最近の人口集中による都市人口の に発表している。著者はこの武藤の行った実験成績
急激なる増加と，農村氏於ける化学肥料使用による を再検討し興味ある結果を得たのでこ〉に報告す
尿尿需要の激減により，余剰尿尿の増加を来たし， る。 
ζれが処理対策は衛生行政上極めて重大な問題とな
って来た。 乙れがため厚生省では， 昭和28年度よ
I. 好気性処理に於ける原原の理化学的
性状の観察 
り補助金を分えて，各所lζ嫌気性消化槽の設置を奨
励し，次いで昭和30年 10月尿尿消化槽等の整備を (A) 生と官能的変化について'1:原原の分離
根幹とする「尿尿処理5カ年計画Jを樹立し， ζれ ① 試料及び実験方法
を推進しつ〉ある。・乙れらの消化槽の主なるものは， 試料は東京都砂町下水処理場に於ける調整槽投入
メタンガスを利用して槽を 300CK加温し， 30日間 直前のスクリーニング (20mmX 20mm) を受け
嫌気性消化を営ましめるもので，脱離液は河海に放 た夏季の汲取尿尿で，実験室迄の運搬には，大型ポ
流し，汚泥は乾燥肥料とするか，埋立或は海洋投棄 リエチレン製瓶叉は清潔な石油健等を用いた。先づ
等で処分するものである。この嫌気性消化もその処 尿尿を 2本の 11メスシリンダーに入れ， 25~30oC 
理効果K検討の余地があり，多くの学者により研究 に於てアスピレータにより， 同時に毎分1.4--1.61
じ処理尿尿及び対照としl日目毎5の通気を行い， 1されている。我衛生学教室托於ても数年前より谷) 
教援を中心として，その指導の下に尿尿消化槽の問 ての嫌気性!菜尿の分離性及び官能的変化を観察し
題を取りあげ，幾多の業績(1)ー〈めを残しているが，著 た。
者はその一環として本研究を行った。即ち，尿尿の この際，空気吸入孔には蒸散する水分補給のため
消化槽処理は尿尿の嫌気的消化を主目的とするもの 水を入れた 11メスシリンダーを連結した。分離性
であるが，現在下水処理の一段階として利用されて Kついてはその容器の目盛によって読み，その表示
いる酸化処理を尿尿に応用した好気性尿尿処理に関 は全容積に対する脱離液の百分率を以て表した。
する研究である。この好気性尿尿処理に関しては過 ② 実験結果と考察
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第 1表 生尿尿，通気処置尿尿に於ける脱離液の分離性
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上記の方法による処置尿尿の分離性を第 1表及び
第 1図lζ示す。武藤によれば沈澱分離は約30分で
終了し， 80%の脱再1:液と 20%の汚泥の容量比とな
ると述べているが，著者の実験によれば大体 1時間
迄で分離を終了するもなお僅かに進行し，慨ね 2時
聞に於て完全に終る。即ち， 5日自に於ては 30分
75%， 1時間 78%， 2時間 82%となり， 10日目で
は30分 78%，1時間 80%，2時間 82%となり， 20 
日では 30分 80%， 1時間 85%， 2時間 88%とな 
とその分離性が高まっているこl日数の経過と共 り，
とがわかる。尤もとの容量比は尿尿の濃度により大
いなる差が出て来る ζとは当然で，唯嫌気尿尿と比
ベ7こ場合R.，その分離性は非常に良好であるといえ
る。嫌気性消化尿尿K於ては， 脱離液の容量比は
65%でそれ以上の進行を見なかった。なお，嫌気性
処理を行った尿尿についてはスカムの発生により測
定困難のため，乙の種の実験を行わなかっ?こ。次に
官能的変化について述べれば次の通りである。
CiJ 色は 5日目頃から褐色になり， 12~15 日目
から黒褐色lとなり，以後次第に濃くなり，色調がむ
らがなくなりきれいになる。
通気中止後の各静置時間に於ける上澄脱離液の占める容量比
(全容量に対して) 
3時間 
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82% 
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[iJ大型浮遊物は 5日以後破砕きれ，通気を中
止した場合雲塊状フロックを形成し沈澱する。 ζの
間スカムの生成は全然ない。 
[iiJ 臭気は 5日以後減少し 10日以後殆ど尿尿
臭を感:じない。 
[ivJ 汚泥と脱離液の境界は直線的で極めて明瞭
で脱離液が低濃度化されていることがわかる。 
[vJ 好気性処理液は長時間の自然放置により器
壁面及び沈下汚泥面に単細胞緑藻類の発生が顕著で
ある。 
(B) 処置原原の理化学的性状と有機物の分解に
ついて 
① 試料及び実験方法
前項(工〉の試料について 5日目毎に別表に示す
各項目について理化学的試験を行った。方法は下水
試験法くりに拠った。 
② 実験結果と考察
実験結果については第 2表，第 3表，第4表，第 
5表，第 6表，第2図，第 3図に示す。
即ち， pHは日数の経過と共にや》上昇するが大
なる変化なく，混合尿尿，脱離液に於て殆ど差は認 
められない。アンモニヤ性窒素は通気尿尿に於ては
その減少が著しL、。即ち，混合原尿に於ては，最初
4320ppmであるが 10日で 2160ppmとなり減少率
は50%，20日では， 525 ppmとなり 88%'の減少率
を示している。脱離液に於ても最初 4260ppmが 10
日で 1945ppmとなり， .20日に於ては 480ppmと
なり混合尿尿と同様顕著な減少を示していeる。乙れ
を対照尿尿である嫌気性消化原尿と比較すると通気 
処置 10日比於て混合尿尿，脱離液のアンモニヤ性窒
素は夫々 2160ppm及び 1945ppmであり，嫌気性
処置探尿に於ては夫々 4320ppm及び 4515ppmで
あり，好気性処置尽尿lζ於ては嫌気性尿尿に於ける 
混合尿尿の 3分の 1，脱離液の 4分の 1を示してい
る。この通気原尿のアンモニヤ性窒素の減少は通気
による酸化及び撹持作用とアンモニヤガスの容器外
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第 2表 通気処置尿尿の理化学的試験成績 (250C~300C に於て) 
FPFFlihJ|5 日 I10 日 I15 日 I20 
赤 褐 色|黒 褐 色色 相 褐灰黄色暗灰黄色 赤 褐 色
無 臭ほとんど無臭弱尿尿臭 弱なまぐさ臭臭 気 強尿尿臭
8.08.6pH 8.68.87.6 
1442 ppm 2322 ppm 5225 ppm 3342ppmC. O. D. 7420ppm 
750 ppm 1325 ppm 7025 ppm 3522 ppm B.O. D. 11526 ppm 
525 ppm 1245 ppm 4320ppm 2960 ppm 2160 ppm アンモニヤ -N 
19240 ppm 19920 ppm 25170 ppm 23170 ppm 21090 ppm 総 回 責主 物 
4420 ppm 6110 ppm 11320 ppm 10030 ppm '8090ppm湿物中 
有機物
22.9%30%乾物中 44.9% 43~合 38% 
熱灼減量減少率 I 11.3% I 28.5% 1. 46% 1 ω 
14820 ppm 13810 ppm 13140 ppm 13000 ppm 13850 ppm 湿物中 
灰 分
77.1%70%55.1% 62%乾物中 57% 
Eh -132 mv -68mv -48mv 十80mv 十242mv 
rH 10.8 13.8 14.5 19.2 25.2 
第 3表 処置尿尿脱離液の理化学的試験成績(通気中止後 30分のもの〉
一.....__________処置日数|原尿尿項 目~-----下一}I'J..... 1/1'- VJ¥" I5I 口 H n u  噌 i 口 μ Fhd噌 Ei 口 H ハ υつ 山 日 
pH 7.8 8.6 8.3 8.0 
C.O. D. 5860 ppm 4160 ppm 2840 ppm 1140 ppm 768 ppni 
B.O. D. 8520ppm 5580ppm 1820 ppm 660ppm 242 ppm 
アンモニヤ -N 4260ppm 2820ppm 1945 ppm 1220 ppm 480 ppm 
総 回 形 ヰ方 21240 ppm 20150 ppm 18285 ppm 14780 ppm 18490ppm 
湿物中 9824ppm 7610ppm 3405ppm 2180 ppm 3950 ppm 
有機物
乾物中 46.2% 37.7% 18.6% 14.7% 21.3% 
14540 ppm 
灰 骨 1湿物中| 
乾物中 53.8% 62.3% 81.4% 85.3% ' 78.7% 
第 4表 好気性，嫌気性処置効果の比較 (250C~300C に於て〉
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第 5表 沈澱汚泥の有機物，無機物量の変化 
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第 6表 嫌気性尿尿の有機物量の変化
一¥扇¥伊竺l原原尿 l5 日 110 日 I15 日 I20 日
生 尿 11320 ppm 2610 ppm 2460 ppm 3230ppm7840 ppm 
2180 ppm 2420 ppm 3810 ppm 7610 ppm 脱 離 9824 ppm 
4200 ppm 7800 ppm 2320 ppm 8110 ppm 汚 15050 ppm 
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10，∞o 
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第 2図 処置尿尿の酸素要求量 第 3図 混合尿尿沈澱汚泥中の有機物量の変化 
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への散逸によるものと考えられる。B.O. D.は混
合尿尿に於ては最初 11526ppmであるが 10日には
3522 ppmとなり 20日には 750ppmとなる。叉脱
離液に於ては 10日1820ppm， 20日比は 242ppm
となり著しく減少している。これを減少率から見る
L 混合原尿に於ては 10日69%， 20日95%とな
となり脱離97%日20，79%日10脱離液では り，
液に於てその減少程度が特注著しい。叉同日の母液
に対する脱離液のB.O. D.除去率は 10日48.4%，
15日50.3%， 20日比於ては 67.6%となり，武藤の
5 10 15 20 
日数 (図劃中の数字ほ減少率を示す〉 
10日52%， 15日85%に比較すると低率であるが，
通気による凝集沈澱作用の顕著・なること，換言すれ
ば脱離液の分離性が良好で低濃度の脱離液が得られ
るζとを示している。叉B.O. D.と同時に行った 
C.O. D.は混合尿尿lζ於ては，最初 7420ppmであ
るが， 10日3342ppm，20日1442ppmとなり，脱
離液に於ては 10日2840ppm，20日768ppmとな
っている。これをB.O. D.と比較するとB.O. D. 
の方が減少率が大であり脱離液に於て殊に著しい。
乙れについて武藤はB.O. D.と C.O.D.は安定
化が進んだ稀薄溶液では屡々近接した値が得られ， 
場合によっては C.O.D.の方が高くなると述べて
いる。また， 我教室の中村く8)(和〉も日数の経過と
共に BjC=rの値が次第に小きくなり，稀釈した
ものでは更に小となると報告しているが，著者の実 
験結果托よっても肯けると乙ろである。嫌気性尿尿
-748- 千葉医学会雑誌 第 36巻
のB.O. D.![ついて渡辺ω等は初期には固形物の
液化による可溶性 B.O.D.の増加があり， 10日後
の浄化率は脱離液 B.O.D.では 31.1%を示し，脱
離液B.O. D.の安定化は好気性処理に比し，極め 
て緩慢であると述べている。また，入鹿山く10)等は嫌
・気性貯溜尿尿に於ては 30日間に於てその値は半減
し，以後の減少は緩慢で、あると報告している。著者 
の実験によれば嫌気性廃尿は 10日比於て B.O.D. 
は混合尿尿 7060ppm，脱離液 5645ppm，C. O. D. 
は混合尿尿6366ppm， 脱離液 5645ppmとなり，
好気性処置尿尿に比しその減少速度は極めて遅く以
後 20日迄漸減の傾向を示している。有機物の分解
は熱灼減量の減少率を以て表した。即ち下記の式に
拠った。
(墜尿尿中の熱開軍当置陣中の熱灼減量、
原尿尿中の熱灼減量 / 
100% 
著者の実験によれば， 5日に於て 11.3%，10日に於
て28.5%，15日46%，20日に於ては実に 60%の減
少率を示している。 これに対し武藤は 10日比於て
16%，15日に於て 34%，20日に於ては 39%を示し
ている。 ζの結果は著者の値より低く，有機物の分
解の悪い ζとを現しているが， ζの熱灼減量減少率
は前記の式を見てもわかる通り，原尿尿中の熱灼減
量の値により大いなる差異を生ずるものである。
市して原尿尿は汲取直後のもので大型固形物や爽
雑物もあり，また，濃度も一定せず， 乙のためにそ
の値が非常に不安定なものとなる ζとは当然考えら
れると乙ろである。故にこの程度の差は有意なもの
と思はれず， むしろ両者とも1O~15 日の聞に於て
値が急激に上昇し， rH値も 15日前後より急に上昇
し安定化が進むことに一致点を見出だす ζとが出来
る。
汚泥l乙於ては熱灼減少減少率は 5日32.8%，10日 
26%，15日72%，20日58.5%であり 15日に於て値
のぶれが見られたが，大体に於て混合尿尿と同様の
傾向を示した。混合尿尿及び汚泥の有機物量の変化 
は一括して第 3図に示す。また，嫌気性原尿の有機
物量の変化については第6表に示したが，嫌気性原 
尿lと於てほスカムの浮上，及び嫌気性発酵によるガや
ス産生等 lとより， 正確な値を得る乙とは困難であ
り，特に汚泥l乙於て変量がありその値は不安定であ
った。
(C) 酸化還元力の表示法としての rHについて
物質系の酸化還元力の表示法としての酸化還元電
位，殊K酸化還元の両系が等濃度比存在する時の電
位 Eoを用いる場合Kは比較すべき物質系の pHを
一定に保Tこなければならない。それは pHKより
Eoの値が異るからである。それでどうしても Eo
の値と pHの値の両値を以て酸化還元力を表す必要
がある。 ζの両値を以て酸化還元力を表したものが
rHであり， これを尿尿に応用したのが武藤(11)であ
る。一般に汚水の Ehは汚水中物質の解離恒数が極
めて小きいために次の式で与えられる。 
RT1~~~ (RedJ ，RTEh= Eo- ~'-:' loge~一一寸ーloge(Hつ(1)nF --0-(OxJ . F 
この場合(1)式によっても明かな如く， Ehは 
pHと画数関係にあり， pHの変動lとより Eh値も
変動するので， 同一系の汚水でない限り Ehを浄
化指標として適用することは不可能である。従って
酸化還元能に水素圧 (rH)の理論を適用すれば Eh 
を測定する乙と lとより簡単に rHを求めることが出
来る。即ち，任意の系の酸化還元能は rHの対数と
直線的関係にあり，且その自由エネルギーはとの時
の平衡状態にある rHの対数民正比例する。従つ 
て，白金電極を使用した場合には，液中の酸化還元
系と白金の水素原子との間，即ち，白金電極で示さ
れる rHの間には平衡が成立するのでその時の Eh
は次式により与えられる。
Eh=壁 loge坦+J (2) 

F 〆H2
 
2.3RT" ~TT~ ， 1Eh= -'i一(l og(H+J すー同 (H2]) 
rH =ーlog〔H2〕pH=log-L =ーlog(H+J 
(H+J 
であるから 
(rH ~U\/t:l l r' _4.3RTEh = C (一玄 -pH)但し C=-F一「
 
rEh . _TT¥
故に rH=21℃一十 pH) 
2.3RT乙':>1乙C=-IF一=57~59 であるから Eh か
ら rHを求めることが出来る。 
① 試料及び実験方法
試料は夏季の汲取尿尿で砂町汚水処理場より運搬
せるもので，伊東式 pHメーターにより pH及び
Ehを測定し上記の式lとより rHを求めた。
測定l乙は pH緩衝液として pH7.2及び 8.1の2
種の 1M濃厚燐酸緩衝液を作り， ζれを加えて pH
の補正及び測定中の安定化をはかり，更に尿尿中の
水素運搬を順調ならしめるため，酸化還元色素であ 
るメチレンブルウを一定量加え，白金電極と甘京電
極の対照の下氏行った。測定値は 20分後の安定し
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第7表 好気性，嫌気性尿尿に於ける rHの変化
処置日数 
好 
pH 
~ 性 処
Eh 
置
rH 
調t
ー pH 
気 性 処
Eh 
置
rH 
原 尿 尿 
5 日 
10 日 
12 日 
15 日 
20 日 
7.7 
8.1 
8.1 
8.3 
8.2 
8.4 
-132 mv 
-68mv 
-48mv 
-55mv 
十80mv 
十242mv 
10.8 
13.8 
14.5 
15.7 
19.2 
25.2 
7.7 
7.03 
7.5 
7.8 
7.8 
7.9 
-132 mv 
、-107mv 
-125 mv 
-152mv 
-112mv 
-149 mv 
10.8 
10.3 
10.6 
10.1 
10.8 
10.5 
た値を採用した。
①実験結果と考察
好気性，嫌気性尿尿に於ける rHの変化について
は第 7表，第 4図に示す。即ち，好気性処置尿尿に
於ては rH値は 5日目 13.8， 10日目 14.5，12日目 
15.7と漸増の傾向を示しているが，以後急激に上昇
し， 15日19.2， 20日日は 25.2を示している。一方
嫌気性尿尿に於ては 5日目 10.3，10日目 10.6，12日
目10.1，15日目 10.8， 20日目 10.5と殆ど一定した
値を示している。上記の結果から見ると好気性lζ於
ては当初の rH値 10.8(Eh-132 mv)が 12日自に
於て 15.7となり 20日には 25.2K達し， 12日以降は
かなり急激に値が上昇し，尿尿の酸化の急速な進行
を物語っている。武藤は好気性処理尿尿に於て当初
rH 8が 15日通気によりその値は 25前後に達し，
20 日通気により 27~28 1L.達すると述べている。著
者の実験結果に比し rHが高く酸化向上性がより顕
著である。しかし， ζれは尿尿の採取場所，濃度，叉 
水圧の変動による通気量の減少等の原因によると考
えられることであり，それよりも前項で述べたよう
に 10~15. 日に於て酸化向上性が顕著で、あり以後日
第 4図 rHの変化 (250C に於て〉 
30 
28 
26 
10 
処置日数 5 10 12 15 20 
数の経過と共l乙rH値が上昇し，尿尿の酸化安定化
を直ちに簡単Iζ知ることが出来るl点K rHの意義が
あると考えられる。また，嫌気性廃尿に於ては rH
値の上昇は殆ど見られず還元性の強きことを端的に
表現している。 
III. 好気性処理に於ける原原の生物学的観察 
(A) 大腸菌群及び総菌数民対する影響 
① 試料及び実験方法
東京都砂町下水処理場より運搬せる秋季の汲取尿
尿を 2本の 11メスシリンダーに入れ， 250 Cの保温
器中で毎分1.4~1.61の通気を行い， 5日目毎に処
理混合尿尿， 脱離液について大腸菌群 M.P.Nを
検査した。大腸菌群は B.G. L.B.培地直接接取法 
を採用し，一般細菌数は， 普通寒天培地上 350C48 
時間培養による数値である。なお，対照として嫌気
性尿尿についても実施した。
② 実験結果と考察
実験結果は第 8表，第 5図に示した通りである。
即ち，原尿尿lと於ては 107程度であるが， 5日目;迄
は急激に減少し 103程度となり，以後は漸減の傾向
を示している。乙れに対し対照尿尿に於ては， 5 
日目;迄は略同様の減少を示すが， 以後好気性に比
し，や〉減少率が大となっている。乙れは嫌気性尿
尿の腐熟のためと考えられる。また，、脱離液中の大
腸菌群 M.P.Nは母液である混合尿尿中大腸菌群 
M.P.N に比し顕著な除去率を示している。これは
武藤の云う様に通気中止後急速に生成されるフロッ
クによる沈降現象が主因と考えられ，通気lとより低
濃度化された良質の脱離液の得られる乙とを示して
いる。これに対し嫌気性原尿に於ては 10日目 40%， 
20日目 54%の除去率である。 このように嫌気性の
除去率が不良であるのはスカムの生成と，ガス発生
による汚泥の浮上φためと考えられる。総菌数民於
ては好気，嫌気共l乙殆ど同様の数値を示し，共lζ大
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第 8表 好，嫌気性の各処置日数に於ける大腸菌群，一般細菌数の変化 (250C ~乙於て〉
(好気性処置) 
E-T旦P竺|原尿尿 5 I 
第 5図 (1) 大腸菌及び総菌数の変化 
(250C ~乙於て) 
10' ，ー一一ー好気 

総菌数 6.-ーーー嫌気
 
10' 
¥ドi ;U 3.6?4 
2・ー ーー ー一 4.4 一一-72ー-ーーー-210‘ 
争ーー・好気
大腸菌 ひ一一一嫌気 
10' 
10・ 
10' 
10' 
7.8 
10. 
10 15 20 
(2) 大腸菌除去率
処EIず--......_______一一一|好気性 嫌気性 
10 日 75% 40% 
15 日 51% 60% 
20 日 90% 54% 
腸菌程著明な減少は見られず原尿尿に於て 108が5
日目;迄lζ 106程度l乙減少し，以後は殆ど減少を示さ
なかった。大腸菌群及び総菌数は以上のような結果
にて武藤の結果と略一致した。また，本実験は 250C 
K於て行ったが，大腸菌の温度に対する抵抗につい
Z 7旦竺|民民 PR I5一日 10 日 I15 日 I20 日 
1大cc腸中菌乱1:P群N 
混合尿尿 
脱離液 
3.3x107 1100 2100 
280 
420 
82 
330 
20 
一般細菌数 ;.1cc中 
8.6 
6.5x108 
8.6 
6.9x106 
8.6 
5.0x106 
8.2 
4.4x 106 
8.4 
3.6x106 
-
2 cc中 脱離液 
.pH 
一般細菌数 1cc中 
3.3x107 
8.6 
6.5x108 
2100 
8.4 
3.2x106 
120 
73 
8.0 
4.4x 106 
270 
110 
8.0 
3.2x106 
78 
36 
7.8 
2.8x106 
ヮ “口口1EAU AUH H H ムロ 
て橋本(12)は当初 107の大腸菌は 400Cでは 5日後， 
37CCでは 10日後， 240Cでは 15日後に認められな
かったが， 130C R.於ては 20日後に於ても 105大腸
菌の生存を認めたと報告し，阿部〈山は 3TCR.於て
は 24時間で Oとなると云い， 我教室の北原〈問は 
370C R.於て 1週間， 300Cで2週間， 250C K於ては 
3週間で死滅したと述べている。乙のように温度が
大腸菌の死滅に及ぼす影響は大であるが，総菌数Iζ
於ては 250Cでは殆ど影響をうけず， 20日処理に於
ても 106程度の生存を示す。 乙れは大腸菌の死滅
後，抵抗の強い枯草菌や腸球菌，或はグラム陰性の
長大梓菌等が残存するためと考えられる。 
(B) 硝化菌及び脱窒菌の変化
亜硝酸， 硝酸は含窒素有機物の最終産物である
が，汚水の浄化は従来より，好気性細菌群の生物化
学的酸化であると云うのが定説であるので硝化菌
(酸化菌)，脱窒菌(還元菌)の消長を知ることは尿
尿消化の程度を知る上にも意義ある乙とと思う。 ζ
の実験と同時に rH値測定をも行った。 
① 試料及び実験方法
前記の試験と同様に東京都砂町下水処理場より運
搬せしもので冬季の汲取尿尿を用い，その他の条件
は前記の実験と同様である。 
(a) 硝化菌の培地，培養OD及び最確数の決定
培地:(NH4)2S04 2g CaC03 5g 
NaCl 2g Mo，B，Cu，Zn"痕跡 
K2HP04 19 蒸溜水 1000cc 
MgS04・7H20 0.5g (高圧滅菌) 
FeS04・7H20 0.4g 
噌 F Di 日 
第 6図
10' 
硝化菌分布の変化 (250Cにおいて) 
10' 
10' 
10' 
10' 
10' 
第 10表
7 14 21 28 35 42 
各処置日数における脱窒菌分布の変化
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第 9表 各処置日数における硝化菌分布の変化
量乍哩竺|原尿尿| 7 日 日 日 日 日。 9.3MPN 130 9.3x 103 14x104 33x 104 好 
気 pH 7.7にて pH 8.1にて pH 8.0にて pH 8.2にて pH 8.0にて 
rH 
性 10.8 14.3 18.1 25.4 26.8 
。 。 。 。。 。
培養:10ccづつ分注された上記の培地各 5本lζ
対し，大腸菌群 M.P.N算定時の要領に準じて各 
10位稀釈液を 1ccづっ注加する。 280C，30日培養。
但し硝酸菌を対象とした場合は更に 1ヵ刃培養を継
続する。
最確数の決定:下記の方法による亜硝酸，または
硝酸反応陽性のものにつき，最確数表を用いて大腸
菌群iと準じて M.P.Nを表読した。
陽性数の決定は培養 1ヵ月の値をとり，顕著に亜
硝酸化されていれば硝化菌陽性とした。
亜硝酸反応:培養液 2ccを試験管Kとり， 蒸溜
水を加えて 10ccとし，この一部に G.R.試薬を加
えて顕著に紅~紅褐色を呈したものを陽性とした。
硝酸反応:残りの一部約 5cc Il:対し， アニリン
酢酸混液(蒸溜精製した Ani1ine3 g に氷酢酸 3cc 
を加え，更に水を加えて 100ccとする)0.5 ccを加
え，沸騰水浴中で 1分間加熱し，よく振還して直ち
に水で冷却し，本液少量を別の試験管lζ用意した 
Diphenylamine硫酸混液 (Diphlnylamine0.1 g 
を純硫酸 10ccK溶解したもの〉少量に静かに重層
し，青~紫紺色を呈したものを陽性とした。 
(b) 脱窒菌の培地(16).培養及び最確数の決定
培地:硝石肉汁 
KNo3 3g 
Peptone 10 g
上記のものを NaC03
培養:硝化菌と同様， 
準ずる。 300C，10日培養
最確数の決定;前記の硝酸反応陰性のものにつき
最確数表を用い M.P.Nを表読した。 
① 実験結果と考察
実験結果については硝化菌は第 9表，第 6図，脱
窒菌は第 10表，第 7図に示した通りである。即ち，
硝化菌に於ては 14日頃迄漸増の傾向を示し，以後 
NaCl 5g 
肉7]¥. 1000 cc 
で中和する。(高圧滅菌)
M.P.Nを求める要領に
J~I 同尿J7	 日 
(1 cc中の MPN)
第7図 脱窒菌分布の変化 (250C において) 
10' 
10' 
10' 
10' 
10' 
7 14 
嫌 l MPN 
rH IPH山て IPH山て IPH山て |PH78にて lpH78Kて 
10.8 	 11.7 I 11.2 I 10.6 9.6 
(100 cc中最確数 MPN) 
21 
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20日迄急激に増加しその後は再び緩かな増加を示
している。 rH値も 21日には 25.4R.達し以後の増
加は緩慢である。この ζ とより硝化菌と rHが関連
性あることが推察されるが硝化菌が rHを支配する
と考えるのは早計であると思はれる。何故ならば元 
来 rHはそれが化学的酸化或は生物学的酸化である
にせよ唯，その酸化力を表すーっの指標であり，ま
た，通気Kよる酸素の供給により尿尿中の有機物を
直接酸化する化学的酸化も充分考えられるからであ
る。しかしいずれ托せよ，原尿K於ける生物学的酸 
化の占める比率は大であるから rHが化学的酸化を 
うけるにしても， ζれに併行して生物学的酸化も進
行していると考えてい〉訳である。従って rHは生 
物学的酸化の傾向を知る一つの指標として考えても 
ょいと思はれる。亜硝酸性窒素について武藤は 3日
目頃より検出され， 10日以後は例外なく著明K検出
し， 硝酸性窒素は 15日比於て僅かlと認められ， 32 
日比於て顕著な反応を示したと述べているが，著者
の実験lと於ても略同様の経過を示した。亜硝酸性窒
素と硝化菌は殆ど併行的lζ増加している。遠矢(17) 
は下水K於ける通気処理lζ於て，亜硝酸性窒素の増
減は殆ど硝化菌の消長R.従い，また，亜硝酸性窒素
から硝酸性窒素の移行が一定限度内で抑制され化学
的酸化が進行しない点から，亜硝酸性窒素の成因は
殆ど生物化学的酸化によると考えられると述べてい 
る。脱窒菌は原尿尿lと於ては 2.7x103，7日目は好
日では144，4.5x104，嫌気性廃尿3.3x10気性尿尿 
好気照尿 2.4x105，嫌気性原尿 6.9x105，21日では
好気性尿尿 4.7x106，嫌気性j菜尿 5.4x105，となっ
ている。以上の数値でわかるように好気性，嫌気性
共に増加を示すが 8日目頃より好気性の増加が目立
って来ている。とれは武藤の結果と大体一致してい 
る。脱窒菌が硝酸性窒素を還元するのは，一種の呼
吸作用によるもので，硝酸塩中の酸素によって有機
物を酸化してエネルギー源となし，また，窒素の一
部を利用して菌体蛋白構成のために同化するである
から，同時に硝酸塩が存在しても酸素を充分に供給
することにより，その脱窒作用を抑制するととが出
来る。 M.Kefauver(l8)，F. E. Allisonは，脱窒菌
と脱窒作用は酸素の存在下lζ於て併行的なものでな
く，酸素圧が高くなれば脱窒菌はそれに伴って増殖
するが，或程度以上に酸素圧が高くなった場合，逆 
l乙脱窒作用が妨げられる傾向があり， 0%，0.5%， 
6%，10%，20%，の酸素を含む窒素ガスの通気に
於て， 6%の酸素を含む窒素ガスの通気の場合lζ最
も脱窒作用が盛であり， 20%の酸素を含む窒素ガス
の通気の場合には脱窒菌の増殖は顕著であるが，
その脱窒作用は Oであると報告し， また， 亜硝酸
塩還元は， それが決定的要素とは云えないが大体
Eh200mv以下で起り， 嫌気状態は亜硝酸塩還元
に必要でない ζ とを強調している。乙れを要する
に，脱窒菌は好気性原尿処理K於ては僅かに初期に
於て (Eh 200mv以下)脱窒性を発揮するのみで
あり， それは著者の行った実験，即ち， rH値測定
K於て脱窒作用が盛んと思はれる 10日目前後迄 rH
K値の上昇が緩慢であることによっても肯けると乙
ろである。
(C) 掴虫卵に対する影響
① 試料及び実験方法
被検尿尿は前記の実験と同様に東京都砂町下水処
理場に於て採取せるものを用い，投入姻虫卵は千葉
市屠殺場氏於て採取したもので 30~370C の生理的
食塩水 (0.9%)を入れた容器lζ雌雄合せて約 100程
度の姻虫を採り， 速かに持ち帰り 31入りの硝子瓶
Iζ21の生理的食塩水を充たした中に投入し， 370C 
僻卵器内Kて 2~3 日間飼育し，約 24 時間経過し
た後l乙ζの液を更新し，旧液中lζ自然排卵した)隊細
虫卵を 1分間約 800回転， 5分間遠心沈澱して得た
ものを用いた。上記の方法によって得た姻虫卵を
11シリンダー 4本に分注し， 2本を好気性処置用
として 250Cの勝卵器中氏入れ'.毎分1.4~1.61の
通気を行い，残りの 2本は嫌気性対照試料として放
置した。死滅効果については， 5日目毎に試料を円
錐シリンダーに採取し，常法に従い沈澱及び水洗を
数回反復し， その沈誼に蛋白膜除去の目的で 30%
アンチフォノ町レミン液を作用せしめ， 1 分間 800~
1000回転にて 5分間遠心沈澱し，その沈、直を再び反
復水洗後自然沈澱して得た沈査を培養した。培養方
法は「カワラケJ培養法を用い， 25~280C R.調整
せる購卵器l乙て培養した。なお，シャーレのフォル
マリンは毎週2回更新した。培養期間は 1ヵ月とし
必要に応じて 2ヵ月培養を行った。仔虫形成卵算定
の顕微鏡検査に際しては，培養中の「カワラケJよ
り略粟粒大の材料をデッキグラスにとり， 乙れに約 
0.03ccの蒸溜水を毛細管ピペットにて滴下し， よ
く混和し虫卵数を 100~200 個算出して観察した。
その結果仔虫形成卵を生存卵とし，単細胞卵，早期
及び晩期桑実期卵，斗状卵並びに変性卵は退化卵と
した。仔虫形成率は(丘皇霊成卵数)x 100%を以
¥全鯛虫卵数/
て表したが， 乙の全畑虫卵数から未受精卵は除外し
.， 
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た。 
②実験結果と考察
実験結果Kついては第 11表， 第 8図に示す。即
ち， 250C IL.於て好気性処置尿尿の場合は 5日96%，
10日97%， 15日98%， 20日95%と僅か 4--5%
の低下しか認められず， 35日に於て漸く 85%とや
〉減少を示している。これに対し嫌気性原尿の場合
は5日97%，10日92%，15日91%，20日87%と
下降し 35日には 79%とかなりの仔虫形成率の低下
を示している。
第 11表 好気，嫌気性下に於ける畑虫卵の
仔虫形成率 (250Cに於て)
メメコh処置 封t 気 性
仔虫|費性|仔虫
好 1生
仔虫|変咋虫日数 期卵退化卵形成率 期卵退化卵形成率
原尿尿 199 199 99%99% 
4 3975 日 96 96% 97% 
92 810 日 97 3 92%97% 
2 915 日 98 9198% 91% 
875 1320 日 95 95% 87% 
15 79 2135 日 85 85% 79% 
第8図 好気，嫌気性下に於ける姻虫卵の
仔虫形成率 (250Cに於て) 
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武藤は好気，嫌気性下lζ於て仔虫形成率の差は認
められなかったと報告しているが，著者の実験によ
れば 10日以降に於ては明かに嫌気性に於て， その
仔虫形成率は好気性に比し低下を示している。貯溜
尿尿中の畑虫卵の死滅に及ぼす温度の影響について
は， 当教室大田(19)がその詳細を発表して居り， そ
れによれば 250C IC:於ては 30日迄 80%台を保ち，
以後急激に減少し 80日で完全死滅の状態となった
と述べている。これは著者の嫌気性尿尿に於ける結 
果と大体一致している。また，原尿中畑虫卵の死滅
原因について当教室谷川教援(20)はアンモニア，フ
ェノール等が関係し，酸素欠乏も乙れに関係するも
のと思はれると発表し，丸山(21)はカプリン酸が主 
役をなし蛋白分解酵素が作用を助長すると云い，竹
山(22)は塩基性飽和脂肪酸，一価アルコーjレ，水酸化
アンモン，インドーjレ，スカトール，硫化水素，亜
硝酸ソーダに殺卵作用を認めたと報告し，長野(23)
は尿尿中細菌の分解作用により生ずる物質と一定の
細菌により産生される卵殻透過物質との共同作用で
あると報告している。しかし，好気性処置原尿中で
の姻虫卵の仔虫形成K関してはその報告が少し酸
素と姻虫の関係Kついて， 森下(24)は虫卵の発育l乙
要する酸素は極く微量であり，酸素の欠乏は発育を
停止させるだけで死滅の原因とはならないと云って
いるが，好気性状態が嫌気性K比し畑虫卵にとって
良好な環境を形成することは生物学的にも当然の乙
とであり，加うるに通気による撹持作用と酸化作用
により，虫卵死滅K最も関係があると思はれる腐
敗，発酵lζより生ずる嫌気性分解産物の発生防止，
とアンモニアガス等の虫卵殺滅因子の容器外えの放
散， これらの共同作用が好気性廃尿中畑虫仔虫形成
率を良好ならしめるものと考えられる。また，混合
尿尿， 脱離液， 汚泥の各分層の虫卵分布を第 12表 
l乙示す。即ち，混合尿尿ー脱離液の聞に於ける虫卵
除去率は好気性に於て 99%，嫌気性に於ては 92%
であり， 原尿尿に於ては 91%を示す。また，脱離
液ー汚泥の間では好気性脱離液の値を 1とすれば汚
泥では 456， 嫌気性 i乙於ては 1:48， 原尿尿lζ於て
は 1:31を示し， こ)，.I乙於でも好気性原尿の脱離
液，汚泥の沈降分離性の良好なることを示し，虫卵
は汚泥中lζ濃縮されるととがわかる。
第 12表 各分層に於ける畑虫卵分布 
(250Cにおいて 10日間処置の1
もの 1cc中の数で表わす。)
泥|混合尿尿
円 
噌 
i噌
- ALoo
生尿尿 i 565 185 
IV. 処理条件に関する検討 
(A) 酸嚢吸収量について
一般に尿尿の生物化学的酸素吸収量を測定するた
めには B.O. D.試験が行れているが，他lζガスイ本
好気性 456 125 
嫌気性 580 124 
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酸素Kよって検水中の有機物を酸化して B.O.D. 
を知る方法がある。即ち，一定量の酸素ガスと検水
を一定温度l乙保ち，その聞に消費された酸素ガスを
そ:の容量の減少によって知るものである。ワールブ 
jレグ装置による検圧法もその一種で，米国民於て採
用されている方法である。著者もとの方法を用い酸
素吸収量を測定した。 
① 試料及び実験方法
試料は春季l乙於ける砂町下水処理場での汲取尿尿
で，通気及び作用温度条件は前記実験と同様であ
る。ワールブJレグ検圧法の実験条件は次の通りであ
る。
反応温度:300C 
装置の温度調整の結果乙れ以下の温度では不可能
であった。
振塗:振幅 50mm 
振重量回数 100回/分
検体量:0.5 cc (無稀釈)
酸素吸収量単位:酸素 cc/l・尿尿/時
ガス吸収剤として試料容器の副室には 20%KOH 
(C02 吸収用)0.2 cc，側室Kは20% H2S04 (アン
モニヤ吸収用)0.2 ccを使用した。また，検体量を
0.5ccとじたのは予備実験の結果， これ以上では吸
収量多きため測定不可能となるためで，測定時間も
2時間とした。また， 1試料につき 2本併列して測
定しその平均値をとった。 
② 実験結果と考察
好，嫌気性各期l乙於ける酸素吸収量の変化を第 13
表，第 9図K示す。即ち，原尿尿lζ於ける酸素吸収
量は 197.1cc Rして，好気性処置尿尿に於ては 2日
目351.6cc，3日目 380.5cc，5日目 434.2cc，10日
目162.4cc，15日目 85.2cc，20日目 65.1cc，25日 
21.3 ccであり，嫌気性尿尿lζ於ては 2日目 155.8cc， 
3日目 121.4cc， 5日自 78.4cc， 10日目 72.6cc， 
15日目 71.8cc，20日目 71.6cc，25日目 79.4ccで
あった。以上の数値でわかる通払好気性尿尿に於
ては 5日目;急激に増量し 434.2cc に達し，以後急激
に減少し 10日自に至り 162.4ccとなり， その後は
緩かに減少している。一方嫌気性尿尿に於ては 5日
試 AI原尿尿 12 日 13 日 15 
目;迄は減少し， 以後は略一定して居り 25日K於て
も79.4ccと好気性比比し吸収量は多くなっている。
武藤は 2日自民於て最高の 164.7ccとなり以後急激
に減少し， 20日自に於ては僅かに 2ccとなってい
る。また，嫌気に於ては徐々に減少の傾向を示し， 
10日目で 53.5ccとなり，以後は殆ど増減を見ず一
定している。両者の差を比較してみると数値的には
相当の聞きがあるが，その増減曲線K於ては略同様
の起伏を示している。即ち，好気に於ては最初数日
聞は増量し，以後減少を示すが，嫌気に於ては最初
より漸次減少の傾向を示し，後半lζ於ては略一定し
増減を見ない。乙の好気性K於ける最初の増量は好
気性菌による活綾な呼吸作用Kよる ζ とは勿論であ
るが，通気による酸素の有機物K対する直接の化学
的酸化も無視出来ないと思はれる。また，その後の
急速なる減少は，好気性細菌群の死滅と化学的酸
化，生物学的酸化の両酸化作用による尿尿の有機物
の消化分解の進行のためと考えられる。要するに好
気に於ては通気による好気性細菌群の増殖による活
液な呼吸作用のための吸収量の一時的増加はある 
が，その後の好気性細菌の死滅と，酸化作用による
尿尿の安定化のための化学的酸素吸収量減少によ 
り，嫌気性lζ比し急速なる減少を示すものと思はれ
る。また嫌気性尿尿lζ於ては最初は好気性細菌群の 
死滅により僅かな減少を示すが大体 10日目以後は
第 9図 ワー  Jレブ Jレグ検圧法による

酸素吸収量の変化
 
的。
 
4∞ 
zω 
1∞ 
。
5.2
日 110 日 115 日 120 日 125 日 
2 3 5 10 15 20 
;;l;;:;i::;|:::|ぅ;:;|1;:;lzi;:;l;1;
 
第 3号 鈴木: 尿尿の好気性処理lζ関する研究 -755-
第 14表 加熱薬剤処置尿尿の酸素吸収量 (02cc/1尿尿/時間 300Cに於て) 
原 尿 尿 
123.7 
吸収量の減少率
i 加熱殺菌(62~650C ， 30分)I KCN添 (0.3%) 加 石炭酸添加 (0.5%) 
31.2 48.3 53.2 
75% 60.9% 57% 
Hgc1添 方日
(0.5%) 
.156
54% 
化学的酸素吸収量の占める比率が非常に大なるた
めi 好気性に比し減少を示さず一定の状態を続ける
ものと思はれる。岩井(25)はエアロ・アクセレーター
による下水処理に於ける活性汚泥の酸素吸収能につ
いて報告しているが， これによると活性汚泥中の酸
素吸収因子は，易熱性の生物因子が主体で耐熱性の
化学因子ではないと述べている。原尿消化lと於ては
嫌気尿尿l乙於て化学的因子も相当大なる比率を占め
ているものと考えられる。また， 全吸収量K対す
る生物学的酸素吸収量の占める比率を知るため，汲
取尿尿の加熱滅菌， KCN添加，石炭酸添加， HgCl 
添加による酸素吸収量を調べたがその結果を第 14
表に示す。即ち，加熱滅菌 (62~650C ， 30分)が最
も吸収量の減少を示し，最も減少を示さないものは 
HgCl添加の 54%であった。武藤は最高が加熱滅
レーターにより各種速度の通気を行い， メチレンブ
ルウが完全に発色する迄の時聞を測定した。なお，
通気量は実験用乾式ガスメータ ~Iどより測定した。 
① 実験結果と考察
各通気量K於けるメチレンブルウ発色時間変化の
状況を第 15表，第 10図K示す。即ち， 0.31では 4
時間以上， 0.51では 3時間 40分; 0.75-1では 2時
間， 11では 1時間 50分， 1.51では 45分， 21では 
35分であった。これを武藤の結果と比較すると多少
の相違はあるが慨ね近似の値を得た。結論的K云う
ならば， 0.751より1.51位が適当と思はれ， 0.51以
第 10図	 メチレンブ Jレウ発色法による各種
通気速度における曝気効果
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菌の 94%，最低が HgClの 89.3%であった。 乙の
両者の差は尿尿の濃度(殊に固形分，爽雑物多き場 Q
合は影響が大と思はれる〉尿尿の貯溜時間等の相違
により生じたものと思はれるが，複雑な成分と化学
変化の起る尿尿に於ては化学的酸化の占める比率が
意外に大きいのではないかと推察される。 
(B) 曝気効果について 
3 
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時完全に槌色するのを待ち 11メスシリンダーに入 0.5 1 1.5 
れ，ノズル(径 5.5mm，0.8 mm)を通してアスピ 通気速度 1/分リ 1*尿に対し〉 
第 15表 メチレンブノレウ発色法による各種通気速度に於ける曝気の効架
.(1) 径 5.5mmのノズルを用いた場合の通気速度と発色迄の時間 
ホ
ヘ ① 試料及び実験方法 w
前記の実験と同一尿尿 201IC:対し， 11メチレン
ブルウ液80ccを加えれば直ちに脱色されるが， 暫
0.31/分)
一円 
δ
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ヮ “
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θ
時
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一一 ーU一時
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Fl
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分一日
1.51/分 2.01/分 
45分 35分 
通 メゴヌエ 速 度
メチレンブルウ 時4 上以
が発色する迄に
要する時間
径 5.5mm，0.8mmノズルの曝気効果の比較(2) 
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を用いた場合
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下では撹狩効果からいっても極めて不充分で，固形 
物の破砕も行れず，従って低濃度の良質の脱離液を
得ることは不可能である。また，武藤も云う様比一 
度発色した尿尿の酸化系 rH の維持には 0.2~0.31 
でもよいのは勿論であるが，上記の撹持効果の点か 
ら通気量が不足と考えられる。噴気ノズルの大いさ 
については第 15表 (2)に於て示す。即ち， 5.5mm 
のノズJレと 0.8_mmのノズ、ルの通気効果を比較する
と0.751，1.01，1.5 1，2 1の通気量の何れに於ても，
や'>.5.5mmのノズルの方が曝気効果が優れている
ことがわかる。これについて武藤は一定の空気量に
対し，気泡の表面から酸素を吸収するより液面から
吸収する方が》より効果的であると云う理論lζ基く
ょうであるが，著者の前述のすべての実験に於て，
尿尿の濃度がその成績に非常に影響し，高濃度の尿
尿lζ於ては殊tζ撹持作用が重きをなしている。それ 
故ι気泡の大なる 5.5mmノズJレの方が大型固形物
破砕の点からも撹持作用を，より効果的ならしめ尿 
尿酸化向上に役立つものと思はれる。
(C) 処理液の返送効果について
尿尿処理K於て消化汚泥を加えることは尿尿消化 
促進K効果ある乙とは周知の事実であるが，武藤は
好気性処置尿尿を一定量加えて通気を行いその消化 
促進効果を報告している。著者もこれと同一条件の
下に実験を行った。
①試料及び実験方法
春季の尿尿 11について，夫々 20日通気処置尿尿
を 20%，50%，80%の割に混合し， 1.4--1.61の通
気を行いその効果を観察した。
①実験結果と考察
各返送率K於ける効果を第 16表lζ示す。即ち，
原尿尿K於ては実験開始時 B.O. D. 10720 ppm， 
5日目 7250ppm，10日目 3636ppm，15日目 1385 
ppm，20日目 626ppmであった。 20%添加のも
のでは実験開始時 B.O. D.は9520ppm， 5日目
6524 ppm，10日目 2960ppm，15日目 1120ppm， 
20日目 524ppm，50%添加のものでは実験開始時
7540 ppm，5日目 2680ppm，10日目 1024ppm， 
15日目 420ppm，80%添加のものでは実験開始時
2620 ppm，5日目 826ppm，10日目 315ppmとな
っている。上記の成績から見ると 50%添加K於て
約 10日間処理効果の短縮がみられ， 80%添加では
約 15日間の短縮を期待出来る。 ζれは武藤の結果
と略一致している。添加量が多い程消化は促進され
るが余り大量に添加する ζ とは無意味であるので最
小有効量50%添加が最適と考えられる。
(D) 温度と処理効果について
温度による処理効果ιっき低温 (5~150C)，中温
(15~240C) ， 高温370C Kっき前記の実験K準じて
行った。
① 試料及び実験方法
低温実験lζは冬季の民尿，中温実験には春季の尿 
尿を用い，高温実験には 3TC僻卵器を用いた。
② 実験結果と考察
低温K於ては 40'日K於ても B.O. D.は 3020
ppmでありその効果は非常に劣る。中温では 30日
で750ppmとなり， 低温に比べるとその効果は大
である。 370Crc於ては最も効果があり， 20日K於
てB.O. D.は250ppmとなりその効果は顕著で
ある。上記の結果を見ても判る通り，低温比比べ高
温に於ける処理効果は速効的であり，且畑虫卵lζ於
ける温熱抵抗は当教室大固によれば 300Cと370Cで
は太きな開きがあり， 300Cでは方I1温 20日でも生存
率 80%台を保っているが， 370C K於ては 10日以
降 100%の死滅を報告している。著者も過去の実験 
K於て 370CK於て通気処置し 1週間で 20%の生存
第 16表 処理液の各種返送率による処理促進効果
返送量の割合 |実験開始時 I5 日 ¥ 10 日 I15 日 I20 日 
原尿尿 
pH 
B. O. D. 
7.8 
10720 ppm 7250 ppm 
8.6 
3636 ppm 
8.5 
1385 ppm 
8.2 
626ppm 
20% 
pH 
B. O. D. 
7.8 
9520 ppm 6524ppm 
8.52 
29600pm 
8.45 
1120 ppm 
8.0 
524 ppm 
50%|PH 
B.O. D. 
7.6 
7540 ppm 
8.0 
2680 ppm 
8.2 
1024 ppm 
8.4 
420 ppm 
田%lpHlB.O. D. 2620 ppm 
8.2 
826 ppm 
7.1 
315 ppm 一
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第 17表 温度による処理効果の比較
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率を示した ζとがあり，また，各種細菌の温熱抵抗 圧法l乙より測定したが， 1時間， 11当り 191.1ccで
を考える時，経済的にも実用的価値のある 370Cが あり， その後一時増量するが再び減少し 25日で
最も適当と考える。 21.3ccとなる。嫌気性K於て減少程度が小さいの
は化学的酸素吸収量の占める比率が大きいためと考 v.総 括
えられる。
今日重大な社会問題である尿尿処理について，そ (7) 通気量は 0.75~1.51が適当と思はれ， 0.51 
の解決策の一助として処理時日の短縮，安定化を図 以下では撹持効果の点からも不適当と考えられる。
る目的で，さきに武藤が発表せる，r尿尿好気性処理 (8) 既成処理液促進効果は 50%以上の大量でな
の研究jの再検討を試みた。試料はすべて東京都砂 ければ効果が少い。実用的に考えて最小有効量 50%
町下水処理場より運搬せる汲取尿尿である。その結 為適当と考える。
果を要約すれば次の通りである。 (9) 処理温度は理化学的面からは 25~300C で充 
(1) 1.4--1.611分， 25~30oC 通気により，通気 分であるが生物学的面殊K蜘虫卵死滅効果の面から
中止後短時間でフロックによる共沈現象で低濃度化 考えて 3TCが最も経済的にも実用的価値があると
された良質の脱離液を得ることが出来る。、通気期間 思はれる。
中スカムの生成は全くない。 
(2) B.O. D， C. O. D，アンモニアの減少は嫌 稿を終るに臨み，終始御懇切なる御指導と御
気性比比し速かである。殊に脱離液の B.O. D.I乙 鞭捷を賜わり，また，御校聞の労を辱うした，恩
於て顕著である。 師谷川教授に深甚なる感謝の意を表すると共に，
(3) 大腸菌， 総菌数は好気， 嫌気共略一致した 種々御協力を賜わった衛生学教室田波助教授以
経過を示したが，好気性脱離液の母液iζ対する大腸 下教室員各位ならびに東京都砂町下水処理場試
菌除去率は顕著である。 験室一同に深く感謝致します。
(4) 硝化菌は通気処置の進行lζ従って増量する。
また， rHは硝化菌と併行的に高くなるので rHは 
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